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時間や規則を守る 4.00 3.25 5.00 5.00 5.00 5.00 4.00 3.00 5.00 5.00 5.00 5.00
礼儀、言葉遣いが丁寧である 3.00 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 3.00 5.00 4.00 4.00 5.00
環境整備を積極的に行う 3.00 3.00 3.75 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 4.00 3.00 5.00
保育に適する体力がある 3.50 3.00 4.00 4.00 4.00 5.00 4.00 3.00 5.00 4.00 3.00 5.00
職員との和が保てる 3.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00
実習に意欲的である 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 5.00 4.00 3.00 4.00
細やかな配慮を心がける 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00
積極的に助言・指導を求める 3.00 3.00 4.00 3.00 2.00 4.00 4.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00
保育に適する体力がある必要な生活技能がある 3.00 3.00 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00
?????
子どもに親しまれる 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 5.00 4.00 4.00 5.00 4.00 4.00 5.00
子どもに理解できる言葉で話す 3.50 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00 3.50 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00
偏りなく接する 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00
子どもの興味・関心を把握する 3.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00
生活面の援助や指導ができる 3.00 3.00 3.00 3.50 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00
発達に見合った対応をする 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00
創意工夫をしながら子どもと関わる 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00
????
実習園の保育の流れを理解する 4.00 3.00 4.00 4.00 4.00 5.00 4.00 3.00 4.00 4.00 4.00 5.00
保育場面で豊かな表現ができる 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 3.75
衛生面での配慮を心がける 3.00 3.00 4.00 4.00 4.00 5.00 3.00 3.00 4.00 4.00 3.00 5.00
安全面での配慮を心がける 3.00 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00 3.00 3.00 4.00 4.00 3.00 4.00
生活援助や指導が適切である 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00 3.00 3.00 4.00














































n % ｎ % n % n %
????
時間や規則を守る 28 84.8 5 45.5 * 28 71.8 3 27.2
礼儀、言葉遣いが丁寧である 20 60.6 3 27.2 ** 29 87.9 0 0 **
環境整備を積極的に行う 11 33.3 0 0.0 * 16 41.0 0 0.0
保育に適する体力がある 18 54.5 4 36.4 22 56.4 4 80.0
職員との和が保てる 15 45.5 1 9.0 25 64.1 2 40.0
実習に意欲的である 24 72.7 0 0.0 *** 28 71.8 0 0.0 ***
細やかな配慮を心がける 6 18.2 0 0.0 17 43.6 0 0.0
積極的に助言・指導を求める 14 42.4 0 0.0 ** 23 59.0 1 20.0
保育に適する体力がある必要な生活技能がある 9 27.2 0 0.0 14 35.9 0 0.0
?????
子どもに親しまれる 29 87.9 5 45.5 ** 31 79.5 4 80.0
子どもに理解できる言葉で話す 21 63.6 1 9.0 ** 21 53.8 1 20.0
偏りなく接する 22 66.7 2 18.2 ** 26 66.7 2 40.0
子どもの興味・関心を把握する 15 45.5 2 18.2 17 43.6 1 20.0
生活面の援助や指導ができる 9 27.2 0 0.0 14 35.9 0 0.0
発達に見合った対応をする 8 24.2 0 0.0 14 35.9 0 0.0
創意工夫をしながら子どもと関わる 5 15.2 0 0.0 15 38.5 0 0.0
????
実習園の保育の流れを理解する 21 63.6 2 18.2 * 26 66.7 3 60.0
保育場面で豊かな表現ができる 4 12.1 1 9.0 13 33.3 1 20.0
衛生面での配慮を心がける 15 45.5 1 9.0 * 16 41.0 0 0.0
安全面での配慮を心がける 14 42.4 0 0.0 ** 15 38.5 0 0.0
生活援助や指導が適切である 4 12.1 0 0.0 13 33.3 0 0.0












































n % n % n %
????
時間や規則を守る 16 36.4 13 29.5 15 34.1 0.635
礼儀、言葉遣いが丁寧である 19 43.2 21 47.7 4 9.0 0.004 **
環境整備を積極的に行う 11 25.0 29 65.9 4 9.0 0.032 *
保育に適する体力がある 19 43.2 13 29.5 12 27.3 0.222
職員との和が保てる 22 50.0 16 36.4 6 13.6 0.005 **
実習に意欲的である 16 36.4 21 47.7 7 15.9 0.042 *
細やかな配慮を心がける 19 43.2 20 45.5 5 11.4 0.003 **
積極的に助言・指導を求める 19 43.2 17 38.6 8 18.2 0.046 *
保育に適する体力がある必要な生活技能がある 11 25.0 29 65.9 4 9.0 0.049 *
?????
子どもに親しまれる 14 31.8 19 43.2 11 25.0 0.592
子どもに理解できる言葉で話す 13 29.5 19 43.2 12 27.3 0.601
偏りなく接する 14 31.8 22 50.0 8 18.2 0.169
子どもの興味・関心を把握する 10 22.7 28 63.6 6 13.6 0.32
生活面の援助や指導ができる 16 36.4 24 54.5 4 9.0 0.005 **
発達に見合った対応をする 13 29.5 28 63.6 3 6.8 0.011 *
創意工夫をしながら子どもと関わる 14 31.8 27 61.4 3 6.8 0.007 **
????
実習園の保育の流れを理解する 16 36.4 20 45.5 8 18.2 0.033 *
保育場面で豊かな表現ができる 16 36.4 22 50.0 6 13.6 0.019 *
衛生面での配慮を心がける 12 27.3 23 52.3 9 20.5 0.469
安全面での配慮を心がける 12 27.3 25 56.8 7 15.9 0.251
生活援助や指導が適切である 13 29.5 30 68.2 1 2.3 0.002 **














































n % n % n %
????
時間や規則を守る 9 20.1 30 68.2 5 11.4 0.237 
礼儀、言葉遣いが丁寧である 15 34.1 26 59.1 3 6.8 0.016 *
環境整備を積極的に行う 20 45.5 17 38.6 7 15.9 0.006 **
保育に適する体力がある 12 27.3 17 38.6 15 34.1 0.477 
職員との和が保てる 13 29.5 18 40.9 13 29.5 1.000 
実習に意欲的である 11 25.0 22 50.0 11 25.0 0.850 
細やかな配慮を心がける 11 25.0 22 50.0 15 34.1 0.439 
積極的に助言・指導を求める 21 47.7 9 20.1 14 31.8 0.189 
保育に適する体力がある必要な生活技能がある 11 25.0 14 31.8 19 43.2 0.157 
?????
子どもに親しまれる 7 15.9 25 56.8 12 27.3 0.322 
子どもに理解できる言葉で話す 10 22.7 16 36.4 18 40.9 0.068 
偏りなく接する 11 25.0 21 47.7 12 27.3 0.885 
子どもの興味・関心を把握する 8 18.2 24 54.5 12 27.3 0.183
生活面の援助や指導ができる 14 31.8 12 27.3 18 40.9 0.609 
発達に見合った対応をする 14 31.8 17 38.6 13 29.5 0.610 
創意工夫をしながら子どもと関わる 13 29.5 21 47.7 10 22.7 0.741 
????
実習園の保育の流れを理解する 12 27.3 18 40.9 14 31.8 0.510 
保育場面で豊かな表現ができる 7 15.9 19 43.2 18 40.9 0.168 
衛生面での配慮を心がける 11 25.0 14 31.8 19 43.2 0.037 *
安全面での配慮を心がける 12 27.3 13 29.5 19 43.2 0.216 
生活援助や指導が適切である 15 34.1 12 27.3 17 38.6 0.822 



















































































n % n % n %
????
時間や規則を守る 25 56.8 14 31.8 5 11.4 0.001 ***
礼儀、言葉遣いが丁寧である 18 40.9 17 38.6 9 20.5 0.017 *
環境整備を積極的に行う 17 38.6 18 40.9 9 20.5 0.127 *
保育に適する体力がある 26 59.1 8 18.2 10 22.7 0.014 *
職員との和が保てる 23 52.3 13 29.5 8 18.2 0.012 *
実習に意欲的である 19 43.2 12 27.3 13 29.5 0.263 
細やかな配慮を心がける 19 43.2 16 36.4 9 20.5 0.059 
積極的に助言・指導を求める 18 40.9 9 20.5 17 38.6 0.155 
保育に適する体力がある必要な生活技能がある 20 45.5 19 43.2 5 11.4 0.036 *
?????
子どもに親しまれる 16 36.4 19 43.2 9 20.5 0.039 *
子どもに理解できる言葉で話す 20 45.5 17 38.6 7 15.9 0.025 *
偏りなく接する 20 45.5 10 22.7 14 31.8 0.245 
子どもの興味・関心を把握する 16 36.4 19 43.2 9 20.5 0.111
生活面の援助や指導ができる 20 45.5 10 22.7 14 31.8 0.132 
発達に見合った対応をする 12 27.3 18 40.9 14 31.8 0.903 
創意工夫をしながら子どもと関わる 17 38.6 17 38.6 10 22.7 0.116 
????
実習園の保育の流れを理解する 27 61.4 13 29.5 4 9.1 0.000 ***
保育場面で豊かな表現ができる 17 38.6 18 40.9 9 20.5 0.053 
衛生面での配慮を心がける 28 63.6 14 31.8 2 4.5 0.000 ***
安全面での配慮を心がける 25 56.8 15 34.1 4 9.1 0.000 ***
生活援助や指導が適切である 17 38.6 19 43.2 8 18.2 0.046 *










n % n % n %
????
時間や規則を守る 23 52.3 19 43.2 2 4.5 0.000 ***
礼儀、言葉遣いが丁寧である 18 40.9 13 29.5 13 29.5 0.245 
環境整備を積極的に行う 23 52.3 13 29.5 8 18.2 0.012 *
保育に適する体力がある 16 36.4 17 38.6 11 25.0 0.136 
職員との和が保てる 11 25.0 19 43.2 14 31.8 0.821 
実習に意欲的である 13 29.5 14 31.8 17 38.6 0.583 
細やかな配慮を心がける 8 18.2 23 52.3 13 29.5 0.106 
積極的に助言・指導を求める 12 27.3 12 27.3 20 45.5 0.102 
保育に適する体力がある必要な生活技能がある 9 20.1 24 54.5 12 27.3 0.609 
?????
子どもに親しまれる 13 29.5 21 47.7 10 22.7 0.348 
子どもに理解できる言葉で話す 14 31.8 15 34.1 15 34.1 0.714 
偏りなく接する 11 25.0 21 47.7 12 27.3 0.870 
子どもの興味・関心を把握する 9 20.1 26 59.1 9 20.1 0.699 
生活面の援助や指導ができる 12 27.3 23 52.3 9 20.1 0.478 
発達に見合った対応をする 8 18.2 22 50.0 14 31.8 0.201 
創意工夫をしながら子どもと関わる 11 25.0 22 50.0 11 25.0 0.649 
????
実習園の保育の流れを理解する 20 45.5 18 40.9 6 13.6 0.023 *
保育場面で豊かな表現ができる 10 22.7 20 45.5 14 31.8 0.167 
衛生面での配慮を心がける 21 47.7 16 36.4 7 15.9 0.006 *
安全面での配慮を心がける 21 47.7 16 36.4 7 15.9 0.012 *
生活援助や指導が適切である 13 29.5 17 38.6 14 31.8 0.615 










































































































































































「 細 や か な 配 慮 を 心 が け る（ 正 の 順 位：
43.2%）」、「創意工夫しながら子どもと関わる
（正の順位：31.8%）」、「保育場面で豊かな表
現ができる（正の順位：36.4%）」、「生活援助
や指導が適切である（正の順位：29.5%）」
の項目については、全てが約30%以上のケー
スで評価が向上していた他、「職員との和が保
てる（正の順位：50．0%）」、「積極的に助言・
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合った対応をする」、「細やかな配慮を心がけ
る」、「創意工夫しながら子どもと関わる」、「保
育場面で豊かな表現ができる」、「生活援助や
指導が適切である」といった保育実習Ⅱにお
ける目標・内容に関係する具体的な知識・実
践知に関わる項目については、「創意工夫しな
がら子どもと関わる」が同値（正の順位：
25.0%、負の順位：25.0%）であった他は全
ての項目で実習園評価の数値が自己評価の数
値を上回る割合が高くなっており、実際は自
己評価以上により良い評価を受けている状況
が明らかとなった。今後、保育者としては自
己評価の低さが必ずしも専門性の向上に繋が
らないこともあると考えられ、中・長期的な
実践を通じて自己評価についてより明確な評
価観点を持ちながら妥当性と信頼性高めて行
く必要性が考えられた。
Ⅴ．まとめ
①実習園の総合評価については保育実習Ⅱは
保育実習Ⅰに比べて向上していた。
②責任実習の実施形態や実施自体の有無を含
め、実習の方法には各実習園で一定のばら
つきがみられる。
③肯定的な総合評価を得た群とそれ以外の群
における項目別評価の比較では、保育実習
Ⅰについて、実習態度や子どもへの接し方、
衛生・安全面等の基本的な環境構成に関す
る項目で肯定評価群が有意に高い割合を示
し、これらの評価観点が総合評価に繋がっ
ていることが考えられた。保育実習Ⅱにお
いては「礼儀、言葉遣いが丁寧である」、
「実習に意欲的である」以外の項目で両群
に優位な差は見られなかったが、肯定群自
体のケースの増加と共に、「細やかな配慮を
心がける（51.5%）」、「創意工夫しながら子
討しながら検証して行きながら、適切な自己
評価へ繋げて行く必要があると考える。
₆）保育実習Ⅰの実習園評価と自己評価にお
ける項目毎の評価値比較
　22項目中21項目という大部分の項目につい
て、自己評価の数値が実習園評価の数値を上
回ったケースの割合が高い結果となった。先
に述べて保育実習Ⅰと保育実習Ⅱの自己評価
の違いからも示唆された様に、保育実習Ⅰに
おいては実習生の妥当性のある自己評価観点
が育まれていない可能性が考えられる。７項
目で50%以上のケースが正の順位となってお
り、園評価と自己評価の格差は深刻であると
言える。「時間や規則を守る」といった比較
的客観性を保ちやすいと考えられる項目につ
いても、56.8%が実習園評価よりも高く自己
評価を付けており、一学生や一社会人として
ではなく専門職を目指す実習生としてどうか
という意識を、事前指導等で十分に持ててい
ない可能性が高い。適切な自己評価に基づい
た反省・実践を実習期間に行える様、事前に
しっかりとした指導を行うことで、保育実習
Ⅰについてもより良い実習を行える余地があ
り、今後この点を具体的に考えていく必要が
あると思われた。
₇）保育実習Ⅱの実習園評価と自己評価にお
ける項目毎の評価値比較
　自己評価の数値が実習園評価の数値を上
回ったケースの割合が高い結果となった項目
は丁度半数の11項目であり、保育実習Ⅰのそ
れと比較して半減している。このことから、
保育実習Ⅰに比べて保育実習Ⅱにおいてはよ
り明確な自己評価観点を持って実習ができて
いる可能性が考えられた。さらに、「発達に見
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ばらつきが見られることから、実習依頼・
事前指導の段階から保育実習の目標・方法・
内容について大学・実習生・実習園が理解
を共有すると共に、よりインタラクティブ
な連携をとって行く。
②保育実習Ⅰにおける総合評価や項目別評価
は、実習園評価に比べ自己評価が相対的に
高くなっている傾向が明らかとなった。実
習生自身が妥当性のある評価に基づいた改
善が困難な状況も考えられ、実習園評価の
開示等を検討しながら妥当性のある事後の
振返りを促すとともに、大学における事前
指導において各授業との連携を基に、特に
評価が低い項目に関する知識・実践知の向
上を図る。
③保育実習Ⅰから保育実習Ⅱへの成果の積み
上げは、保育実習Ⅱの評価から把握する限
りにおいてはすでにある程度達成されてい
ることが明らかとなった。今後は評価のみ
ではなく具体的な内容の向上を実習記録等
の成果物や事後のインタビュー等を通じて
定量的・定性的に把握しながら、保育実習
Ⅰから保育実習Ⅱへのより効果的な接続と
積み上げの内容・方法を検討していく。
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どもと関わる（45.5%）」、「保育場面で豊か
な表現ができる（39.4%）」、「生活援助や指
導が適切である（39.4%）」で保育実習Ⅰ
と比べ25ポイント以上の大幅な上昇を見せ
ており、これらの項目についての実習内容
の向上が、相対的に高い総合評価に繋がっ
ているのではないかと考えられ、実習園評
価における保育実習Ⅰと保育実習Ⅱの評価
観点の違いが示唆された。
　④総合評価の要因を省いた項目別評価の比
較においても、保育実習Ⅱは保育実習Ⅰに
比べて全体的に評価が向上する傾向を示し、
特に「細やかな配慮を心がける（正の順位：
43.2%）」、「創意工夫しながら子どもと関わ
る（31.8%）」、「保育場面で豊かな表現がで
きる（36.4%）」、「生活援助や指導が適切で
ある（29.5%）」の項目については、全て
が約30%以上のケースで評価が向上した。
評価観点の違いと合わせ、実習生の知識・
実践知の顕かな向上が示され、その内容に
ついての今後の研究が望まれた。
　⑤特に保育実習Ⅰにおいては自己評価の評
価観点の妥当性が低い可能性が示唆され、
このことが評価観点の違いにも関わらず保
育実習Ⅰの総合評価が低い一因と考えられ
た。実習園評価と大学の保育実習にむけた
目標・内容の整合性の高さと合わせ、実習
生の保育実習Ⅰにおける目標・内容のより
明確な把握と必要とされる保育の知識・実
践知の向上が重要であることが考えられた。
Ⅵ．提言
　以上の結果を踏まえ以下の３点を提言する。
①共通した評価観点に基づいた実習が実習園
からの総合評価の高さにも繋がることが考
えられ、また実習のあり方について一定の
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